
【 UVライトをあてての実験 】
ピンク色の部分がコンクリートへの浸透を示しています。

お気軽にお問合せ下さい

専用ガン
定価 8,000円（税込8,640円）

カートリッジ
定価 3,600円（税込3,888円）

800円定価 （税込864円）

専用ガン
定価 15,000円 （税込16,200円）

カートリッジ
定価 23,000円 （税込24,840円）

ミキサーノズル（1本）
定価 500円 （税込540円）  

クラックボンダー ５０（目安：1～2m程度のひび割れ）

（大きなヒビ割れ補修用）クラックボンダー 600

※ミキサーノズルを取り替えることで何度も使用が可能です。

※細いヒビ割れ、壁に使用する場合は「先端針付きミキサーノズル」をお使い下さい。

※価格は2015年2月現在のものです。価格が変更した場合は、新しい価格を適用させていただきます。

※クラックボンダー50のカートリッジは使い切りタイプです

※施工後は黄変しますので、接着補強材を使用し、既存のコンクリートになじませてください。

※夏と冬では硬化時間が異なりますので、ご注意ください。

接着補強材（1kg）

先端針付きミキサーノズル（1本）
定価 1,400円 （税込1,512円）  
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（10 MINUTE CONCRETE MENDER）

⑤ 30分以降で表面の硬化を確認した後、平滑に削り完了いたします。
※硬化時間は温度により違います(20度以上で30分程度)

今までにない
コンパクト
ヒビ割れ補修材

大きな
ヒビ割れ補修も
おまかせ! !

「クラックボンダー」は、特殊ポリウレタンの開発により優れた浸透性と硬化速度の速

い「ヒビ割れ補修材」として開発されました。

小規模なコンクリートヒビ割れ補修にはコンパクトな使い切りタイプの「クラックボン

ダー50」、補修箇所が大きい場合には「クラックボンダー600」と補修箇所によって使

い分けてください。接着補強材を使用することにより、より強度を増し10～30分程度

で硬化が完了いたします。

用 途

ヒビ割れ補修手順

① コンクリート床のヒビ割れ補修材として

② コンクリート床のヘアークラック補修材として

③ コンクリート壁のヒビ割れ補修材として

④ ブロック塀のヒビ割れ補修材として

⑤ コンクリートの欠け補修材として

①
※施工部は乾燥させて下さい

② 「クラックボンダー」をひび割れ部に注入します。

③
※接着補強材は専用の物をお使い下さい

④ その後再度「クラックボンダー」を注入し、はみ出した部分を
スクレーパー等で取り除きます。

クラック部のホコリ＆ゴミを掃除機で吸い取るかコンプレッサー

で吹き飛ばします。

「クラックボンダー」を注入したひび割れ部に接着補強材を

入れ空洞部を埋めます。

※既存の床の色に合わせる場合は、その後ｶﾗｰｾﾒﾝﾄを散布して色合わせをして下さい

「10 MINUTE CONCRETE MENDER」 はアメリカ ロードウェイ社の商品名です。
　（日本名：クラックボンダー）
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ホームページで動画をご覧下さい。ホームページで動画をご覧下さい。ホームページで動画をご覧下さい。
検  索クラックボンダー


